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土壌汚染防止条例を制定 ………………………２Ｐ
税金の話（申告受付方法を変更します）  ……３Ｐ
交通災害共済加入申し込み受付開始 …………４Ｐ

幼・保・小・中一貫教育プロジェクト② ……６Ｐ
あぐいぶらり旅（二子塚古墳）  ………………９Ｐ
すこやかだより …………………………………１１Ｐ

１２月２０日、坂部橋開通式典が開かれ、英比小学　１２月２０日、坂部橋開通式典が開かれ、英比小学校６年校６年生の児童らが渡り初めを生の児童らが渡り初めを
行いました。（写真は演奏をしながら渡り初めをする金管バンドクラブの児童）行いました。（写真は演奏をしながら渡り初めをする金管バンドクラブの児童）
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　土砂等の埋立て等による土壌の汚染や災害の発生を未然に防止し、町民生活の安全
確保と生活環境を保全することを目的に「阿久比町土砂等の埋立て等による土壌の汚
染及び災害の発生の防止に関する条例」（通称：土壌汚染防止条例）が平成１８年４月１
日から施行されます。

１．土砂等の埋立て等を行うときは、許可の申請が必要になります。
　（１）許可を必要とする行為
�　面積が１，０００平方メートル以上の土地で、土砂等の埋立て等の事業（特定事業）
を行うとき。

　（２）埋立て等に使用する土砂等の制限
�　土壌汚染防止のため安全基準を設けて、安全基準に適合しない土砂等は使用
できません。

　（３）崩落など災害の発生の防止
　　�　埋立て等の構造の基準を定めて、災害の発生の防止を図ります。

２．土地所有者や事業者の方には、条例の趣旨を理解していただき、土砂等の埋立て
等の事業の適正処理にご協力ください。
　（１）土地所有者の責務
　　�　埋立て等の事業計画を十分確認する必要があります。
�　事業期間中、１カ月に１回以上、土壌汚染や崩落などの災害が発生していな
いかなど現地を確認しなければなりません。
�　土壌汚染や崩落などの災害が発生した場合など、事業者に事業の中止を求め、
必要な措置を行うとともに、町などに通報しなければなりません。

　（２）事業者の手続等
�　埋立て等の事業を行うときは、この条例の対象となり、特定事業に該当する
場合は、あらかじめ町長の許可が必要です。また、事業の施工中は土壌検査や
埋立て等の状況などについて定期的に届出や報告などが必要となります。
�　土壌汚染等が判明したときは、土壌汚染や土砂の崩落などの防止のため、事
業者、土地所有者に対して条例の規定により、汚染された土砂等の撤去や、災
害の防止の措置を講じるように措置命令が出されます。

３．土壌汚染防止条例の説明会
　　土地所有者、事業者の方へ説明会を開催します。

日　時　第１回　平成１８年２月１７日（金）　午後７時から午後９時まで
　　　　第２回　平成１８年２月２４日（金）　午後７時から午後９時まで
場　所　オアシスセンター（保健センター）２階

□問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内３１７）
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土
壌
汚
染
防
止
条
例
を
制
定
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今
年
も
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
中
央
公
民
館
本
館
１
０
３
号
室
で

申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
の
税
制
度
改
正
に
伴
い
、

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
が
、
大

幅
に
増
加
す
る
見
込
で
す
。
こ
の
た
め
、

町
で
は
多
数
の
申
告
を
迅
速
に
処
理
す
る

た
め
、
申
告
受
付
方
法
を
改
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
税
制
度
の
改
正
点
に
つ
い
て
は
、

二
月
一
日
号
の
広
報
で
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
ま
す
。）

①　

申
告
書
の
数
値
な
ど
の
記
入
は
、
パ

ソ
コ
ン
で
入
力
・
印
刷
し
ま
す
。

　

計
算
ミ
ス
や
、
記
入
漏
れ
に
対
応
で

き
、
き
れ
い
な
申
告
書
が
で
き
ま
す
。

　

申
告
者
の
方
に
は
、
記
入
さ
れ
た
内

容
を
確
認
の
う
え
、
住
所
氏
名
な
ど
を

記
入
押
印
し
て
も
ら
い
ま
す
。

②　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は
、

役
場
職
員
は
作
成
し
ま
せ
ん
。

　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
は
、
事

前
に
作
成
し
て
か
ら
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
人
が
作
成
で
き
な
い
と
き
は
、
家
族

で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
し
て
も

事
前
に
作
れ
な
い
場
合
は
、
作
成
方
法
の

指
導
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
は
、
税
制
度
の
改
正
に

伴
う
申
告
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

や
む
を
得
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
地
区
へ
の
出
張
申
告
は
、
機
材
の
都

合
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
入
力
・
印

刷
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
従
来
の
手
書
き

に
よ
る
申
告
書
作
成
に
な
り
ま
す
が
、
収

支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
に
つ
い
て
は
、

同
じ
取
り
扱
い
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
２
）

□
平
成
十
七
年
分
の
申
告
方
法

◎　

普
通
畑
・
露
地
野
菜
・
花
き
・
果
樹

な
ど
の
農
業
所
得
の
場
合

　

平
成
十
七
年
分
に
つ
い
て
も
、
平
成
十

六
年
分
と
同
じ
よ
う
に
、
収
支
計
算
に
よ

り
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
稲
の
作
付
け
や
転
作
田
か
ら
の
収
入

が
な
く
、
普
通
畑
や
露
地
野
菜
の
作
物
を

販
売
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
自
家
消
費
し
た
と

き
は
、
農
業
所
得
の
申
告
は
し
な
く
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

◎　

水
稲
・
転
作
田
な
ど
の
農
業
所
得
の

場
合

　

平
成
十
七
年
分
ま
で
は
、
農
業
所
得
標

準
を
作
成
し
ま
す
。

　

昨
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
個
人
別
農
家

基
礎
資
料
調
と
し
て
申
告
さ
れ
た
内
容
に

基
づ
き
「
農
業
の
お
知
ら
せ
」
を
作
成
し
、

二
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
申
告
の
際
は
、

「
農
業
の
お
知
ら
せ
」
と
愛
知
用
水
賦
課

金
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
領
収
書
な
ど
の
標

準
外
経
費
の
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　

普
通
畑
・
露
地
野
菜
な
ど
で
直
売
や
市

場
な
ど
へ
の
販
売
金
額
が
あ
る
人
は
、「
お

知
ら
せ
」
に
よ
る
申
告
は
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
収
支
計
算
に
よ
り
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

□
平
成
十
八
年
以
降
の
分
の
申
告
方
法

　

従
来
作
成
し
て
適
用
さ
れ
て
き
た
農
業

所
得
標
準
は
、
平
成
十
八
年
分
か
ら
、
作

成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
作
付
け
し
て
収
穫
す
る
水
稲
や
露

地
野
菜
、花
き
、果
樹
な
ど
の
農
業
所
得
に

つ
い
て
は
、収
支
計
算
に
よ
り
所
得
金
額

を
計
算
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

来
年
の
申
告
時
期
に
な
っ
て
、
領
収
書

や
、
売
上
の
明
細
が
分
か
ら
な
く
て
困
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
今
か
ら
準
備
を
し

ま
し
ょ
う
。

　

準
備
と
い
っ
て
も
、
今
か
ら
計
算
書
な

ど
を
作
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支

払
っ
た
経
費
や
、
売
上
の
明
細
を
ノ
ー
ト

な
ど
に
記
帳
し
て
、
領
収
書
や
仕
切
り
伝

票
を
一
つ
の
箱
に
集
め
る
だ
け
で
よ
い
の

で
す
。
資
料
を
き
ち
ん
と
保
存
す
る
習
慣

を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
、
収
支
計
算
の
方
法
に
関
す
る

説
明
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
進

ん
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。（
開
催
時
期
な

ど
は
、
未
定
で
す
。
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
し
ま
す
。）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
２
）

申
告
受
付
方
法
を
変
更
し
ま
す

農
業
所
得
の
申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す

所
得
税
・
住
民
税 
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知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
で
実
施
し
て

い
る
「
交
通
災
害
共
済
」
の
加
入
申
し
込

み
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
は
、
組
合
市
町
全
体
で

加
入
対
象
者
の　

・
８
％
、
約
十
三
万
二

５６

千
人
の
方
が
加
入
し
、
阿
久
比
町
で
も
約

一
万
六
千
人
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
度
に
は
阿
久
比
町
で
は
、

百
三
十
七
人
の
方
が
共
済
見
舞
金
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

あ
な
た
や
家
族
の
身
に
降
り
か
か
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
家
族
皆
さ

ん
で
加
入
し
、
万
が
一
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
加
入
で
き
る
方

①　

申
し
込
み
時
に
、
阿
久
比
町
に
住
民

登
録
、
外
国
人
登
録
が
あ
る
方

②　

阿
久
比
町
内
の
会
社
、
工
場
、
事
業

所
、
学
校
な
ど
に
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
方

③　

阿
久
比
町
に
居
住
し
て
い
た
方
で
、

就
学
・
通
勤
な
ど
で
、
一
時
的
に
町
外

に
居
住
し
て
い
る
方

◆
加
入
の
申
し
込
み

　

平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
現
在
、
阿
久

比
町
に
住
民
登
録
、
外
国
人
登
録
が
あ
る

方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
加
入
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
。
区
・
自
治
会
の
班
長
・
組
長

を
通
じ
て
申
し
込
み
を
す
る
か
、
直
接
防

災
交
通
課
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
は
、

防
災
交
通
課
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
会
費

　

一
人　

年
額　

五
百
円

◆
会
費
の
一
部
補
助

　

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当
す
る
方
は
、

会
費
の
一
部
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
防

災
交
通
課
で
補
助
申
請
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①　

生
活
保
護
世
帯

②　

生
活
保
護
に
準
ず
る
世
帯
（
準
要
保

護
世
帯
）
の
義
務
教
育
児
童
・
生
徒

◆
共
済
の
期
間

　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

　

途
中
加
入
者
は
会
費
を
納
入
し
た
日
の

翌
日
か
ら
効
力
が
発
生
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　

日
本
国
内
で
起
き
た
次
の
①
ま
た
は
②

の
場
合
、
共
済
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

①　

道
路
を
走
行
中
の
自
動
車
、
バ
イ
ク
、

自
転
車
な
ど
（
道
路
交
通
法
に
定
め
る

車
両
。
た
だ
し
、
小
児
用
自
転
車
は
除

き
ま
す
。）お
よ
び
身
体
障
害
者
用
の
車

椅
子
の
通
行
に
伴
う
人
身
事
故

②　

歩
行
者
が
踏
切
を
通
行
す
る
と
き
の

電
車
な
ど
に
よ
る
人
身
事
故

◆
交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら

　

自
動
車
事
故
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
事

故
、
自
損
事
故
で
も
必
ず
警
察
に
届
け
ま

し
ょ
う
。

　

見
舞
金
を
請
求
す
る
際
に
、
人
身
事
故

で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
交
通
事
故
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
見
舞
金
の
請
求

　

見
舞
金
請
求
に
は
、
会
員
証
・
交
通
災

害
共
済
見
舞
金
請
求
書
・
人
身
事
故
と
明

記
さ
れ
た
交
通
事
故
証
明
書
ま
た
は
交
通

事
故
状
況
書
・
医
師
の
診
断
書
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
人
身
事
故
と
明
記
さ
れ
た
交
通

事
故
証
明
書
が
な
い
と
き
は
、
該
当
す
る

等
級
よ
り
一
等
級
繰
り
下
げ
た
見
舞
金
額

と
な
り
ま
す
。

※　

用
紙
は
防
災
交
通
課
に
あ
り
ま
す
。

阿
久
比
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow
n.agui.lg.jp/ka/bosai/k

outuuannzenn.htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◆
見
舞
金
の
請
求
期
限

　

事
故
発
生
日
か
ら
必
ず
一
年
以
内
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。
一
年
を
過
ぎ
る
と
無

効
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
交
通
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

平成１８年度交通災害共済加入申し込み受付開始

共 済 見 舞 金 一 覧 表
共済期間中の交通事故であれば、そのつど何回でも見舞金を支払います。

共済見舞金額傷　　害　　の　　程　　度等級
１,０５０,０００円事故に遭った日から１８０日以内に、その事故が直接の原因で死亡したとき１等級
３４０,０００円治療実日数が２２０日以上で、かつ、入院１８０日以上を含む傷害を受けたとき２等級
１２５,０００円治療実日数が１１０日以上で、かつ、入院９０日以上を含む傷害を受けたとき３等級
８０,０００円治療期間が１５０日以上で、かつ、治療実日数が５０日以上の傷害を受けたとき４等級
６５,０００円治療期間が１２０日以上で、かつ、治療実日数が４０日以上の傷害を受けたとき５等級
５０,０００円治療期間が９０日以上で、かつ、治療実日数が３０日以上の傷害を受けたとき６等級
４０,０００円治療期間が６０日以上で、かつ、治療実日数が２０日以上の傷害を受けたとき７等級
３０,０００円治療期間が３０日以上で、かつ、治療実日数が１０日以上の傷害を受けたとき８等級
２５,０００円治療期間が１５日以上で、かつ、治療実日数が５日以上の傷害を受けたとき９等級
２０,０００円治療期間が１５日未満で、かつ、治療実日数が１日以上の傷害を受けたとき１０等級
１５,０００円治療期間が１５日未満で、人身事故が明記された交通事故証明書がないとき１１等級

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
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昨
年
末
の
十
二
月
十
日
、
十
七
日
の
二

日
間
、中
央
公
民
館
で「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
」（
阿
久
比
町
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
日
の
講
演
会
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

㈱
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
の
鈴
木
盈

宏
さ
ん
が
「
災
害
を
知
っ
て
地
域
防
災
力

を
高
め
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
三
十
人

の
参
加
者
の
前
で
、
実
際
に
阪
神
淡
路
大

震
災
後
に
現
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

実
体
験
し
た
話
を
中
心
に
、「
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
何
か
」「
地
域
の
助
け
合
い
の

重
要
性
」
を
講
演
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
地
域
の
課
題

や
自
助
・
共
助
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、

問
題
解
決
の
糸
口
を
模
索
し
ま
し
た
。

　

十
七
日
は
、
防
災
交
通
課
職
員
が
、「
阿

久
比
町
の
防
災
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
防

災
協
働
社
会
の
構
築
の
た
め
、
行
政
・
住

民
・
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、
協
働
で
取

り
組
む
防
災
対
策
の
重
要
性
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

昼
食
に
は
非
常
食
の
試
食
を
行
い
、
午

後
か
ら
は
二
班
に
分
か
れ
、
災
害
後
に
被

災
者
か
ら
の
多
種
多
様
な
要
求
と
被
災
地

支
援
に
駆
け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
結

び
つ
け
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
の
役
割
を
学
び
、
あ
い
ち
防

災
リ
ー
ダ
ー
の
指
導
で
「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
模
擬
演
習
と
、
地

域
の
再
認
識
を
テ
ー
マ
に
「
防
災
マ
ッ
プ

〜
地
域
版
〜
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
よ
り
細
か
な
地
域
の

情
報
と
し
て
、
防
災
た
め
池
、
消
火
栓
の

位
置
な
ど
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。
今
後

は
地
域
で
、
井
戸
水
提
供
協
力
者
や
災
害

時
要
援
護
者
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
、
追

記
し
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　

最
後
に
、
地
震
体
験
車
「
な
ま
ず
号
」

で
、
震
度
７
を
体
感
し
、
そ
の
揺
れ
の
す

さ
ま
じ
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
備
え
の
重
要
性
が
理

解
で
き
た
」「
他
の
人
と
意
見
交
換
が
で
き

防
災
の
共
通
認
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
」「
消
火
栓
の
位
置
な
ど
思
い
出
せ
ず
、

い
ざ
と
い
う
時
に
記
憶
が
あ
て
に
な
ら
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
多
く
の
意

見
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
で
同
じ
よ

う
な
出
前
講
座
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
防
災
啓

発
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
企
業
の
防
災
担
当
者
へ
の

防
災
啓
発
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

３０ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

講
座
を
終
え
て非常食を試食する参加者

　

十
二
月
十
八
日
、
高
根
台
中
央
公
園
と

福
住
老
人
憩
の
家
で
、
地
震
の
揺
れ
を
実

際
に
起
震
車
で
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

各
自
主
防
災
会
が
「
地
震
模
擬
体
験
会
」

を
企
画
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
の
地
震
体
験
車
�
な
ま
ず
号
�

は
震
度
７
の
揺
れ
ま
で
を
体
験
で
き
、
約

百
四
十
人
の
参
加
者
は
、
立
っ
て
い
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
揺
れ
に
、
あ
ら
た
め
て
大
地

震
の
す
ご
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
も
行
わ

れ
、
普
段
か
ら
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
非
常
持
出
品
を
、
参
加
者
が
手
に

取
っ
て
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模模
擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬擬
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

講演をする鈴木さん

起震車で地震の揺れを体験する高根台地区の皆さん
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五　

研
究
内
容

（
一
） 

現
行
の
幼
稚
園
・
保
育
園
三
年
間

小
学
校
六
年
間
、
中
学
校
三
年
間
の
区
切

り
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

　

最
近
の
幼
児
・
児
童
生
徒
の
体
と
心
の

発
達
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
身
体
的
発
達
面
で
は
、
十

〜
十
一
歳
前
後
に
、
女
子
が
第
二
充
実
期

か
ら
第
二
伸
長
期
へ
の
移
行
が
あ
り
ま
す
。

五
〜
六
年
生
で
半
数
以
上
に
初
潮
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
思
春
期
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、

男
子
の
身
長
や
体
力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果

も
こ
の
時
期
か
ら
伸
び
始
め
ま
す
。

　

思
考
面
に
つ
い
て
は
、
単
純
で
具
体
的

な
考
え
方
を
す
る
子
ど
も
が
、
十
一
歳
前

後
か
ら
少
し
ず
つ
複
雑
で
抽
象
的
な
考
え

方
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
校
二
年
生
ご
ろ
か
ら
、
青
年
期
特

有
の
考
え
方
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
人
間

ら
し
い
生
き
方
や
自
己
を
生
か
す
能
力
に

強
く
興
味
を
持
ち
始
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
教
育
心
理
学
で
は
、「
五

年
生
ご
ろ
か
ら
は
、
自
ら
の
学
習
成
果
を

自
覚
で
き
る
よ
う
に
し
、
学
ん
だ
こ
と
を

仕
事
や
生
活
に
生
か
し
て
い
け
る
学
習
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
科
学
の
分
野
で
は
、「
小
学
校
低
学
年

の
段
階
で
、
認
知
、
情
動
、
記
憶
な
ど
、

人
が
生
き
る
た
め
に
重
要
な
機
能
を
も
つ

脳
の
前
頭
前
野
を
活
性
化
さ
せ
る
と
、
ほ

か
の
脳
に
も
刺
激
が
与
え
ら
れ
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
考
え
る
力
、
自
立
心

が
身
に
付
く
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
一
般
的
に
小
学
校
の
四
年

生
と
五
年
生
、
中
学
校
の
一
年
生
と
二
年

生
で
大
き
く
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

阿
久
比
町
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
、
適

切
な
区
切
り
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

（
二
） 

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
、
小

学
校
と
中
学
校
と
の
連
携
の
在
り
方
に
つ

い
て
研
究
し
ま
す
。

　

通
う
学
校
が
変
わ
り
、
指
導
方
法
が
変

わ
り
、
学
習
内
容
も
変
わ
り
、
友
達
関
係

も
変
わ
る
と
い
う
、
何
も
か
も
が
大
き
く

変
わ
る
の
が
、
現
状
で
す
。

・　

一
日
の
大
半
を
机
に
向
か
っ
て
学
習

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
小
学
一
年
）

・　

学
級
担
任
制
か
ら
教
科
担
任
制
に
変

わ
り
ま
す
（
中
学
一
年
）

・　

全
員
部
活
参
加
（
原
則
）
が
始
ま
り

ま
す
（
中
学
一
年
）

　

小
学
校
六
年
生
と
中
学
校
一
年
生
を
比

べ
る
と
、
不
登
校
の
数
が
三
倍
以
上
に
増

加
す
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

阿
久
比
町
の
幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学

校
一
年
、
小
学
校
六
年
と
中
学
校
一
年
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
実
態
を
把
握
し
、
そ
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
対
応
す
る
た
め
の
具
体
的
な

方
法
を
研
究
し
、
明
ら
か
に
し
ま
す
。

（
三
） 

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中

学
校
の
果
た
す
べ
き
責
任
内
容
に
つ
い
て

研
究
し
ま
す
。

○
基
本
的
生
活
習
慣
（
食
育
を
含
む
）
の

確
立
に
つ
い
て

・　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
お
け
る
学
校
・

園
・
家
庭
に
お
け
る
生
活
習
慣
で
、確
立

さ
せ
て
お
く
べ
き
基
本
的
事
項（
家
庭

で
・
個
人
で
・
集
団
で
の
基
本
的
事
項
）

○
教
科
学
習
に
つ
い
て

・　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
お
け
る
教
科
学

習
内
容
の
基
本
線

・　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
お
け
る
学
習
態

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

シリーズ ② 

図書館で絵本の読み聞かせを楽しむ幼稚園児

授業中の小学生

　

今
回
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
研
究
し
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
内
容
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
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度
（
家
庭
学
習
も
含
め
て
）

・　

小
中
学
校
の
各
年
齢
に
お
い
て
扱
う

発
展
的
な
学
習
の
具
体
的
な
内
容

・　

そ
の
他

※　
「
基
本
線
」（
ミ
ニ
マ
ム
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
）
に
つ
い
て

　

学
習
指
導
要
領
の
内
容
を
す
べ
て
の
児

童
生
徒
に
確
実
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
本

来
の
目
標
で
す
。
し
か
し
、
現
実
と
し
て

中
学
生
で
も
か
け
算
の
九
九
が
十
分
で
な

い
生
徒
も
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
各
学
年
の

担
任
・
保
護
者
が
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
と
言
え
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
変
え
る
た
め
に
、
少
な
く

と
も
こ
の
内
容
だ
け
は
、
そ
の
学
年
の
児

童
生
徒
に
確
実
に
定
着
さ
せ
な
い
と
、
そ

の
後
の
授
業
に
ほ
と
ん
ど
参
加
で
き
な
い

状
況
に
な
る
と
い
っ
た
内
容
を
明
ら
か
に

し
、
確
実
に
定
着
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

担
任
・
保
護
者
は
、
最
低
限
の
責
任
を

果
た
し
て
、
次
の
学
年
に
送
り
出
す
よ
う

に
し
ま
す
。
こ
の
「
基
本
線
」
は
次
第
に

内
容
が
多
く
な
り
、
最
終
的
に
は
学
習
指

導
要
領
の
内
容
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

小
中
学
校
で
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が

楽
し
く
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
各
年
齢
で
身
に
つ
け
さ
せ
る
各

教
科
の
基
本
線
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

全
教
科
が
目
標
で
す
が
、
ま
ず
は
小
学

校
高
学
年
や
中
学
校
で
困
っ
て
い
る
実
態

か
ら
、
緊
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
教

科
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
基
本
線
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

○
道
徳
・
健
康
教
育
に
つ
い
て　
　

・　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
お
け
る
道
徳
教

育
の
重
点

・　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
お
け
る
健
康
教

育
（
性
教
育
・
薬
物
乱
用
防
止
教
育
含

む
）
の
重
点

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
小
学

校
と
中
学
校
で
育
て
る
力
に
つ
い
て

・　

四
小
学
校
で
育
て
る
力
（
共
通
す
る

力
と
各
学
校
独
自
の
力
）

・　

阿
久
比
町
の
特
色
（
農
業
・
自
然
な

ど
）
を
生
か
し
た
小
中
一
貫
し
た
単
元

の
開
発

・　

英
語
活
動
と
教
科
英
語
の
連
携

（
四
）
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中

学
校
が
責
任
を
果
た
す
た
め
の
方
法
に
つ

い
て
研
究
し
ま
す
。

○
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
共
通
理
解
の
方
法
に
つ
い
て

・　

連
絡
協
議
会
の
設
置

・　

幼
保
小
交
流
行
事
、
小
中
交
流
行
事
、

幼
保
小
中
交
流
行
事
の
新
設

・　

幼
保
小
保
育
・
授
業
研
究
会
、
小
中

授
業
研
究
会

・　

幼
保
小
中
間
で
の
相
互
の
授
業
・
保

育
体
験
実
習

・　

幼
保
小
中
懇
談
会

・　

人
事
交
流　

な
ど

○
家
庭
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
指
導
方
法
に
つ
い
て

・　

四
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
段
階
に
お
け
る
学
習
習
慣
の
あ

り
方

・　

四
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
段
階
に
お
け
る
効
果
的
な
指
導

形
態
（
個
別
指
導
・
グ
ル
ー
プ
指
導
・

少
人
数
学
級
・
習
熟
度
別
指
導
・
Ｔ
Ｔ

指
導
・
教
科
担
任
制
な
ど
）

・　

〇
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
段
階
に
お
け
る
命
の
教
育
・
心

の
教
育
の
あ
り
方

・　

〇
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
段
階
に
お
け
る
食
育
の
あ
り
方

・　

四
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ

の
発
達
段
階
に
お
け
る
礼
儀
・
作
法
の

あ
り
方

○
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校

の
指
導
の
検
証
方
法
に
つ
い
て

・　

中
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
姿
の
変
容

で
検
証

・　

不
登
校
・
い
じ
め
の
数
の
変
容

・　

中
学
卒
業
後
の
生
徒
の
進
路
の
変
容

（
定
職
に
つ
く
数
の
変
容
）
な
ど

※　

九
年
か
ら
十
二
年
の
期
間
で
の
検
証

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
指

導
の
検
証
結
果
の
公
表
方
法
に
つ
い
て

・　

阿
久
比
町
の
幼
・
保
・
小
・
中
す
べ

て
の
学
校
・
園
の
公
開
日
を
作
り
、
参

観
し
て
も
ら
い
、
参
観
者
と
の
研
究
協

議
を
行
う
予
定
。

　
　

次
号
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
織

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

阿
久
比
町
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

（http://w
w
w
.tow

n.agui.lg.jp/ka/
gakkyo/project.htm

）

幼　児幼　児 

幼稚園幼稚園・保育園保育園 
年少年少・年中児年中児 

幼稚園幼稚園・保育園保育園 
年長児年長児 

小学校小学校1年 

小学校小学校2年 

小学校小学校3年 

小学校小学校4年 

小学校小学校5年 

小学校小学校6年 

中学校中学校1年 

学習内容に関する幼・保・小・中一貫教育イメージ 

　
現
在
あ
る
格
差
を
、お
互
い
の
歩
み
寄
り
に
よ
り
、で
き
る
だ
け
減
ら

す
よ
う
に
す
る
と
こ
ろ
。
例
え
ば
、英
語
が
教
科
に
な
る
。
定
期
テ
ス
ト
が

始
ま
る
。
教
科
担
任
制
に
な
る
。
机
に
向
か
っ
て
の
学
習
が
一
日
の
大
半
に

な
る
。
な
ど
の
格
差
を
埋
め
る
た
め
の
方
法
を
研
究
す
る
。 

中学校中学校3年 

中学校中学校2年 
　
学
年
間
の
格
差
を
あ
る
程
度
、出
し
て
も
よ
い
と
こ
ろ
。
例
え
ば
、小
学
校

六
年
生
か
ら
教
科
担
任
制
を
導
入
す
る
。
年
長
児
か
ら
、机
に
向
か
っ
て
学
習

す
る
習
慣
を
つ
け
て
い
く
。
な
ど 

…… 幼稚園指導要領・学習指導要領の内容 

…… その学年で、必ず全員の幼児・児童・生徒に定着させて 
　　 おくべき学習内容（ミニマムカリキュラム） 

幼　児 

幼稚園・保育園 
年長児 

小学校1年 

小学校2年 

小学校3年 

小学校4年 

小学校5年 

小学校6年 

中学校1年 

中学校3年 

中学校2年 

幼稚園・保育園 
年少・年中児 
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●電照菊の栽培技術を審査

　電照菊を栽培する農家でつくる阿久比花き組合の主
催で電照菊の育成状況などを審査する「電照菊ほ場共
進会」が１２月９日に行われました。
　愛知県知多農林水産事務所農業改良普及課やあいち
知多農協などの職員９人が町内１８カ所のほ場を回り審
査をしました。
　主な受賞者は次のとおりです。（敬称略）
愛知県知事賞　竹内常仁　阿久比町長賞　田中快計
阿久比町議長賞　田中伴光
阿久比町農業委員会長賞　池田祥徳

電照菊をチェックする審査員の皆さん

●横断歩道では左右をよく見てくださいね

　１２月１５日、卯之山老人憩の家で卯之山地区と坂部地
区の高齢者を対象に交通安全教室が開かれ、約８０人の
参加がありました。
　教室では半田警察署員による講話が行われ、その後
町交通安全指導員が腹話術で交通安全の啓発を行いま
した。
　腹話術の人形“あっ君”は「高齢者の交通事故が多
発しています。横断歩道は、無理をしないで待ち、左
右をよく見て渡ってください」と注意を呼び掛けてい
ました。

腹話術を見ながら交通安全について学ぶ参加者

�������

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●祝　坂部橋開通

　１２月２０日卯坂の坂部橋の開通式典が行われました。
　昭和４３年に建設された橋は老朽化が激しく、幅員が
狭かったため、子どもたちが安全に安心して通学でき、
町の東西を結ぶ幹線道として、住民の利便性の向上を
図る目的で新しい橋に架け替えました。
　新坂部橋は長さ３４．３メートル、幅１０．５メートルの橋
に生まれ変わり、式典では英比小学校の児童や関係者
約１３０人が出席して、テープカットやくす玉開きをした
後、全員で渡り初めをして開通を祝いました。

テープカットをする皆さん

●サンタさんからプレゼントもらったよ

　阿久比ライオンズクラブと阿久比高校生徒２９人のボ
ランティアの皆さんが、１２月２１日町内の保育園と幼稚
園９カ所を３班に分かれてクリスマス訪問しました。
　高校生がクリスマスにちなんだ紙芝居や人形劇など
を披露し、サンタクロースからは、園児一人ひとりに
プレゼントが配られました。
　サンタクロースからプレゼントを受け取った園児た
ちは大変うれしそうでした。

サンタクロースからのプレゼントをもらう園児たち

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 
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二つの丘のように盛り上がった二子塚古墳
　

宮
津
地
区
に
あ
る
二
子
塚
古
墳
に
出
か

け
た
。

　

こ
の
古
墳
は
、
知
多
半
島
で
唯
一
の
古

墳
時
代
の
中
期
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
町
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

鉛
色
の
厚
い
雲
が
空
に
広
が
り
、
枯
れ

草
が
古
墳
全
体
を
覆
っ
て
い
た
。
前
方
後

円
墳
と
い
っ
て
も
見
た
目
に
は
、
円
形
の

丘
が
二
つ
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
下
に
誰
が
眠
り
、
ど
ん
な
秘
宝
が
隠

れ
て
い
る
か
は
謎
で
あ
る
。

　

小
学
校
五
年
生
の
時
、
歴
史
ク
ラ
ブ
に

所
属
し
て
遺
跡
や
史
跡
を
ま
わ
っ
て
古
代

ロ
マ
ン
を
追
い
求
め
た
私
と
し
て
は
、
古

墳
を
目
の
前
に
し
て
胸
が
高
鳴
り
、
想
像

力
を
か
き
立
て
る
。

　

古
墳
イ
コ
ー
ル
権
力
者
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
。
も
し
か
す
る
と
知
多
半
島
で
唯
一

残
る
前
方
後
円
墳
と
い
う
こ
と
は
、
半
島

を
支
配
し
て
い
た
有
力
な
権
力
者
が
こ
の

阿
久
比
の
地
に
住
み
、
阿
久
比
は
当
時
、

政
治
や
生
活
の
中
心
的
な
場
所
だ
っ
た
の

で
は
と
、
勝
手
な
想
像
を
し
て
し
ま
う
。

　

古
墳
の
周
り
は
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
毎

年
七
月
に
な
る
と
、
東
部
小
学
校
の
児
童

た
ち
が
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
放
流
す
る
場

所
で
も
あ
る
。
昨
年
私
も
こ
こ
で
ホ
タ
ル

が
、
淡
い
光
を
放
ち
な
が
ら
飛
び
か
う
姿

を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
は
静
か

な
こ
の
場
所
に
、
次
世
代
の
ホ
タ
ル
の
子

ど
も
た
ち
が
、
時
の
権
力
者
と
一
緒
に
冬

眠
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ち
ょ
う
ど
私
た
ち
が
訪
れ
た
こ
の
日
に

は
、「
町
民
凧
あ
げ
大
会
」
に
向
け
て
隣
に

あ
る
宮
津
公
民
館
で
子
ど
も
た
ち
が
た
こ

作
り
を
し
て
い
た
。
出
来
上
が
っ
た
、
た

こ
に
糸
を
つ
け
て
思
い
思
い
に
た
こ
揚
げ

の
練
習
を
し
て
い
た
。
糸
の
結
び
方
が
甘

か
っ
た
の
か
一
人
の
子
の
た
こ
糸
が
ほ
ど

け
て
古
墳
の
方
に
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
こ
を
取
り
に
行
き
戻
っ
て
来
た
子

ど
も
に
「
今
、
登
っ
て
行
っ
た
丘
の
下
に

は
す
ご
い
宝
物
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、

古
墳
と
い
う
場
所
だ
け
ど
知
っ
て
る
か

い
」
と
尋
ね
る
と
、「
う
そ
ー
。
そ
ん
な
の

知
ら
な
い
よ
」
と
全
く
興
味
が
無
さ
そ
う

に
、
走
り
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
北
風
が
冷

た
く
横
切
っ
た
。 Ｎ 

椋
岡
駅 

阿
久
比
駅 

阿
久
比
川 

264264

役場 

名
鉄
河
和
線 

オアシス大橋東 
オアシス大橋 オアシス大橋 

蟹田川 

二子塚 
古墳 

宮津宮津 
公民館公民館 
宮津 
公民館 

55

たこ揚げをする子ども 宮津公民館から見た二子塚古墳
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広報あぐい　２００６年１月１５日号

平成１７年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

サーキット遊びほか４８－５００２宮津保育園７日（火）

ゲーム遊びほか４８－２９８６北原保育園７日（火）

わらべ歌遊びほか４８－５００１城山保育園８日（水）

新聞紙遊びほか４８－８８１２東部保育園９日（木）

新聞紙遊びほか４８－６６０３南部保育園１３日（月）

ふれあい遊びほか４８－０５０４中部保育園１６日（木）

ハンカチ遊びほか４８－０９０３草木保育園２１日（火）

サーキット遊びほか４８－０１４９英 保 育 園２１日（火）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
保
育
園
）

で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る「
な
か
よ
し
広
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

二
月
七
日（
火
）　

北
原
保
育
園

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　

家
庭
裁
判
所
が
少
年
に
対
し
て
行
う

処
分
は
、
非
行
を
犯
し
た
少
年
を
更
生

さ
せ
て
、
再
び
社
会
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
少
年
を
保
護
観
察
所

の
指
導
、
監
督
に
委
ね
た
り
（
保
護
観

察
）、少
年
院
で
指
導
や
訓
練
を
受
け
さ

せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す（
少
年
院
送
致
）。

少
年
に
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
適
当
な
と

き
は
、
事
件
を
検
察
官
に
送
っ
て
刑
事

裁
判
を
受
け
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

（
検
察
官
送
致
）。
家
庭
裁
判
所
の
教

育
的
な
措
置
に
よ
っ
て
少
年
の
更
生
が

見
込
ま
れ
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な

処
分
を
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
（
不

処
分
）。

　

少
年
事
件
で
は
、
少
年
犯
罪
に
よ
っ

て
被
害
に
遭
っ
た
方
の
た
め
に
、
被
害

者
の
気
持
ち
や
事
件
に
つ
い
て
の
意
見

を
述
べ
、
そ
の
意
見
な
ど
を
審
判
に
反

映
さ
せ
る
制
度
や
、
少
年
の
処
分
結
果

を
被
害
者
の
方
に
通
知
す
る
制
度
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。（
裁
判
所
の
案
内
↓
広

報
テ
ー
マ http://w

w
w
.courts.go.jp/

）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
事
務
局

　

総
務
課
庶
務
係

　

�
０
５
２（
２
２
３
）３
４
１
１

　洗濯バサミをつまん
だり、引っ張ったり。指
先を使ってあそびまし
ょう。 

〈あそび方〉 
　ハンカチや厚紙を洗
濯バサミではさんだり、
服につけてあそぶ。 

＊　厚紙を用意し、洗濯
バサミをくっつけて
みると、いろいろなも
のに見えてきます。 

＊　部屋に飾ってみて
も楽しいですね。 
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広報あぐい　２００６年１月１５日号

TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののあなたの骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈丈夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫夫ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかは大丈夫でしょうか
骨粗しょう症を予防しましょう

　骨粗しょう症は、骨の量（密度）
が減り、骨の内部に小さな孔（あ
な）がいくつも空き、もろくなる
病気です。
　最初のうちはこれといって症状
はありませんが、徐々に背骨や腰
骨などが圧迫され、つぶれていき、
背中や腰が曲がったり、痛みが出
てきたり、身長が縮んだりといっ
た症状が出てきます。
　また、骨折もしやすくなります。
骨折は、寝たきりの原因の第３位
です。
　骨粗しょう症は、特に閉経後の
女性に多くみられます。骨にカル
シウムを蓄える際に重要な働きを
するエストロゲン（女性ホルモン
の一つ）の分泌が少なくなるため
です。最近では、無理なダイエッ
トや運動不足などが原因で、若い
女性でも骨の量の少ない人が増え
ています。

骨を丈夫にするためには

①　カルシウムを取る。

　日本人に最も不足しやすい栄養
素がカルシウムです。
　１日６００ミリグラム取るように
しましょう。
②　ビタミンＤやＫ２も取る。
　ビタミンＤは、腸でのカルシウ
ムの吸収を助け、ビタミンＫ２は、
骨からカルシウムが溶け出すのを
防ぐ働きがあります。
③　適度な運動を。
　骨の量を維持するためには、適
度な運動によって骨そのものに負
荷をかけることが必要です。
　ただ歩くだけで骨に適度な負荷
をかけることができるウォーキン
グがお薦めです。
　毎日、少しずつでも歩くように
心がけましょう。

□定　員　７０歳までの女性３０人
□料　金　１,０００円
　　　　　（骨密度測定料）
□申込先・場所
　保健センター
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）
＊　平成１７年４月以降に骨密度
測定を行った方は、今回の測
定は受けられません。

麻しんと風しんの
　　 予防接種について
　予防接種法施行令の改正によ
り、平成１８年４月１日から麻し
ん・風しんの予防接種が混合ワ
クチンとなり、２回接種に変わ
ります。
　接種年齢は、第１期は生後１２
カ月から２４カ月まで、第２期は
５歳から７歳までの就学前の子
となります。
　現行の接種年齢である７歳６
カ月未満の子で未接種の方は、
今年度中（平成１８年３月３１日ま
で）に接種してください。
□問い合わせ先
　環境衛生課�（４８）１１１１
　（内３１１・３１２）

●ビタミンＫ 2 が多い食品
　納豆、チーズなど

「元気になろう！骨セミナー」を開催します
持ち物内      容日      時

エプロン
筆記用具
歯ブラシ
コップ
手鏡

講話と調理実習
「コツコツ貯めようカルシウム」
栄養士　岡田弘子　氏

１０：００～
　１３：００２

月　

日（
水
）

１５ 講話「歯周病を予防しよう」
竹内歯科医院　竹内久蔵　先生

１３：００～
　１３：３０

歯科検診
ブラッシング指導
骨密度測定

１３：３０～

筆記用具
動きやす
い服装

講話「骨粗しょう症を予防しよう」
竹内整形外科・内科クリニック　
竹内宏幸　先生

１４：００～
　１５：００

２
月　

日（
火
）

２１

「骨の元気はウォーキングから」
サンフェローズ　伊藤敦子　先生

１５：００～
　１６：３０

骨粗しょう症について、
　　楽しく学んでみませんか。
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広報あぐい　２００６年１月１５日号

　
キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
英
比
小
学
校
体
育
館

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
７
月
１２
日
～

　
　
　
　
　
　
８
月
８
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
１０
月
１１
日
～

　
　
　
　
　
　
１１
月
７
日
生
ま
れ

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
教
室

　
■■時  
１０
：０
０
～
　
■■対  
申
込
者

■
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
個
別
糖
尿
病

教
室

　
■■時  
９
：０
０
～
１６
：０
０
　
■■対  
申
込
者

　
■■場  
あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

■
元
気
に
な
ろ
う
！
骨
セ
ミ
ナ
ー

　
■■時  
１０
：０
０
～
　
■■対  
申
込
者

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１６
年
７
月
１８
日
～

　
　
　
　
　
　
８
月
１４
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１５
年
７
月
～
８
月
生
ま
れ

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
２
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
１
月
生
ま
れ

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１７
年
５
月
～
６
月
生
ま
れ

■
元
気
に
な
ろ
う
！
骨
セ
ミ
ナ
ー

　
■■時  
１４
：０
０
～
１６
：３
０
　
■■対  
申
込
者

■
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
個
別
糖
尿
病

教
室

　
■■時  
１３
：３
０
～
　
■■対  
申
込
者

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
３
日（
金
）・
１０
日（
金
）・
１７
日（
金
）・
２４
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

５
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

１
１
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

 卯
坂
字
米
山
１
－
１

  
�
４８
－
８８
６６

１
２
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

  
�
４８
－
０２
０２

１
９
日
�
 岡
田
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

 椋
岡
字
角
前
田
５２
－
３

  
�
４９
－
２１
００

２
６
日
�
 竹
内
整
形
外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 萩
字
新
川
３５

  
�
４７
－
１２
７５

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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２月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

４３２１☆☆☆

１１１０９８７�６５

１８１７１６１５�１４�１３１２

２５２４２３２２２１�２０１９

☆☆☆☆�２８�２７２６

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

新 着 の コ ン パ ク ト ・ デ ィ ス ク 新 着 の コ ン パ ク ト ・ デ ィ ス ク 

『国家の正体』
日下　公人　著

『２００６年日本経済 日米同時崩落の年になる！』
高橋　乗宣　著

『和の暮らしが楽しい！おうち歳時記』
中西　利恵 監修／伊藤　美樹 イラスト
『指揮官の決断』

山下　康博　著
『ソニーとＳＯＮＹ』

日本経済新聞社　編

『ディズニーが教える
　 お客様を感動させる最高の方法』
ディズニー・インスティチュート　著

『何が映画を走らせるのか？』
山田　宏一　著

『思い出の作家たち
　 谷崎・川端・三島・安部・司馬』

ドナルド・キーン　著
『ウィーンの冬』

春江　一也　著

　一豊の名馬購入や関ヶ原の戦いの
密書など、転機あふれるエピソード
はなぜ起こりえたのか。忍者を介し
ての情報収集、妻同士のネットワー
ク、合戦時の謀略と勇姿・・・。戦
国妻たちの戦いを鮮やかに描き出す。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『山と川と海と サチとユウタの物語』
森山　京　作／太田　大八　絵

『だれのあしあと』
ふくだ　としお　作

『マリーおばさんと７ひきのねこ』
ジェリ・クロル 作／アン・ジェームズ 絵
『プラネタリウムのあとで』

梨屋　アリエ　作

　朝日小学生新聞の大人気連載。「い
ぬもあるけばぼうにあたる」から始
まる、江戸時代のいろはかるたをも
とにした、抱腹絶倒のことば遊びか
るた。新旧合わせて９６枚の札の絵も
楽しい渾身の力作。 『いろはのかるた奉行』『いろはのかるた奉行』

長谷川 義史 作長谷川　義史　作

★阿久比町書写展
　１月１９日（木）～１月２６日（木）
★阿久比中学校美術作品展・造形部展
　１月２８日（土）～２月５日（日）
★宝生土雛展と水彩２０会作品展
　２月９日（木）～２月１９日（日）

�������

『ピアノとヴァイオリンのためのソナタ集　　　内田　光子／マーク・スタインバーグ』
『光のこどもたち：こどものためのピアノ小品集　　　田中　カレン』
『夢の中のまっすぐな道　　　ａｉｋｏ』
『夏川りみ　ＳＩＮＧＬＥ　ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ　ｖｏｌ．１　　　夏川　りみ』
『愛と青春のフォーク大全集　　　ザ・フォーク・クルセダーズほか』
『にほんごであそぼ：雨ニモマケズ編　　　ＫＯＮＩＳＨＩＫＩほか』
『桂文珍１１「青菜」・「親子茶屋」　　　桂　文珍』

『賢妻・千代の理由』『賢妻・千代の理由』
小和田 哲男 著小和田　哲男　著

小泉首相の祖父
又次郎氏直筆の掛け軸を展
示します。
１月１９（木）～２月１９日（日）
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一
枚
の
紙
か
ら

　

一
枚
の
紙
か
ら
作
る
こ
と
の
で
き
る
、

簡
単
な
紙
工
作
を
指
導
し
ま
す
。
紙
飛
行

機
、
飛
び
出
す
カ
ー
ド
、
ミ
ニ
凧
、
立
体

動
物
、
乗
り
物
な
ど
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
日　

時　

二
月
十
一
日（
土
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

□
場　

所　

町
立
図
書
館
（
学
習
室
）

□
対　

象　

親
子

□
定　

員　

四
十
人

□
受
講
料　

無
料

□
講　

師

　

森
岡
小
学
校
教
諭　

鈴
木
は
じ
め
さ
ん

　

草
木
小
学
校
教
諭　

石
本　

憲
司
さ
ん

□
持
っ
て
く
る
も
の

　

は
さ
み
、カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、カ
ッ
タ
ー

マ
ッ
ト
（
な
い
人
は
新
聞
紙
）、
定
規
、
接

着
剤
、
鉛
筆

□
申
込
期
限

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

創
作
童
話
を
聞
こ
う

　

町
立
図
書
館
で
活
動
し
て
い
る
、
創
作

童
話
の
会
（
し
ろ
や
ま
）
会
員
の
皆
さ
ん

が
創
っ
た
作
品
を
親
子
で
聞
い
て
み
ま
せ

ん
か
。

□
日　

時　

二
月
十
八
日（
土
）

　

午
前
十
時
半
〜
午
前
十
一
時
四
十
分

□
場　

所　

町
立
図
書
館
（
お
話
し
コ
ー

ナ
ー
）

□
対　

象　

親
子

□
定　

員　

三
十
人

□
語
り
手

　

創
作
童
話
の
会
（
し
ろ
や
ま
）
会
員

□
申
込
期
限

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

新
入
学
、
転
編
入
学
、
特
科
（
聴
講
生
）

の
募
集
を
し
ま
す
。

□
募
集
人
員

　

普
通
科　

約
二
百
八
十
人

□
応
募
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
今
春
中
学
校

を
卒
業
見
込
み
の
人
、
中
学
校
卒
業
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
人
な
ど
。

・
転
編
入
学
は
、
高
等
学
校
で
一
部
単
位

を
修
得
し
た
人
。

□
出
願
期
間

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
二
月
二
十
四
日

か
ら
二
月
二
十
七
日
ま
で
、
後
期
選
抜

は
三
月
二
十
七
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
含
む
）

・
転
編
入
学
、
特
科
は
三
月
十
日
か
ら
三

月
十
五
日
ま
で
（
土
曜
・
日
曜
日
除
く
）

□
選
抜
日

・
新
入
学
の
前
期
選
抜
は
三
月
四
日
、
後

期
選
抜
は
四
月
二
日

・
転
編
入
学
は
三
月
十
九
日

□
選
抜
方
法

・
新
入
学
は
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

�
��

�
�
�
�
�
	


�
�


�

��

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

・
転
編
入
学
は
書
類
審
査
、
学
力
検
査
、

面
接

・
特
科
は
書
類
審
査

□
願
書
交
付

　

新
入
学
は
二
月
一
日
か
ら
、
転
編
入
学

と
特
科
は
二
月
二
十
一
日
か
ら

□
問
い
合
わ
せ
先

　

刈
谷
東
高
等
学
校

　

�
０
５
６
６（
２
１
）３
３
４
９

　

〒
４
４
８
―
８
６
５
３

　

刈
谷
市
半
城
土
町
三
ツ
又
二
〇

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.kariyahigashi

‐ h.aic
hi

‐ c.ed.jp

（
閲
覧
の
み
）

�
　

愛
知
県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推

進
に
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

□
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事

①
危
険
な
商
品
、
不
当
な
取
引
や
表
示
、

生
活
必
需
品
の
需
給
・
価
格
動
向
な
ど

の
監
視
・
通
報

②
消
費
生
活
に
関
す
る
調
査
及
び
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
回
答
（
年
六
回
程
度
）

③
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
（
年
一
回
の
予
定
）

へ
の
出
席　

な
ど

□
応
募
資
格　

県
内
に
住
ん
で
い
る
満
二

十
歳
以
上
の
方

□
任　

期　

四
月
の
依
頼
日
か
ら
平
成
十

九
年
三
月
末
日
ま
で

□
謝　

礼　

年
額
一
万
円
（
予
定
）

□
募
集
期
間

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

　

一
月
三
十
日（
月
）か
ら
二
月
十
五
日

（
水
）ま
で
（
消
印
有
効
）

□
応
募
方
法

　

各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
、
各
市
区
町
村
役

場
で
配
付
す
る
応
募
用
紙
に
所
定
の
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　

　

�
０
５
６
９（
２
３
）３
９
０
０

�
　

町
内
で
、
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
で
使
用
し
て
い
る

資
産
（
土
地
・
家
屋
を
除
く
。
）
が
償
却

資
産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

事
業
者
は
地
方
税
法
に
よ
り
毎
年
一
月

一
日
現
在
で
、
本
町
に
所
在
す
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
状
況
を
町
に
申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
一
月
三
十
一
日（
火
）で
す
。

　

ま
だ
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
期
限

ま
で
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
事
業
を
始
め
た
方
な
ど
申
告
方

法
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
税
務
課
固
定

資
産
税
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

�

�

�

�

�

�

�
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阿
久
比
自
動
車
整
備
組
合　

様

　

町
へ
園
児
や
高
齢
者
の
交
通
安
全
教
育

事
業
の
た
め
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
体
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

ス
ク
リ
ー
ン
（
１
０
０
イ
ン
チ
）
各
一
台

を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
あ
ぐ
い
に
子
ど
も
の
写
真
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。

□
必
要
な
も
の

　

子
ど
も
の
写
真
、
保
護
者
か
ら
の
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が

な
）、
誕
生
日
、
性
別
、
保
護
者
の
名
前
を

書
い
た
も
の
。

Information

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

今今月月のの納納税税ななどど

町県民税　　　　　　　　　４期分
国民健康保険税・介護保険料 ５期分

納期限は１月３１日（火）です。

～メッセージ～
　永和くん今年から幼稚園ですね。
　晨くんあんよが上手になったね。
　元気いっぱいの二人が大好きです。

パパ　ママより
延時　正幸・淑子夫婦の
　　　 永  和 くん（写真左）

と わ

　　　　　　　（平成１４年９月６日生）
　　　 晨 くん　（写真右）

しん

　　　　　　　（平成１６年１０月８日生）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
��

�
�

�
�
�
��
��
�
�
	


�
�


�
��

�
��

�
�

か
げ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��
���
	�


�
�

�

�
��

�
�

ひ 
わ
だ

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

�
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�
�
��

�
��

�
�

か
さ

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□人権・行政・心配ごと相談

　２日（木）・１６日（木）

　　　場所：中央公民館本館

　　　時間：午前９時半～午前１１時半

　２８日（火）

　　　阿久比郵便局　２階

　　　時間：午前９時半～午前１１時半

　※電話での相談も受け付けます。

□無料法律相談（事前に予約が必要）

　１６日（木）

　　　場所：中央公民館本館

　　　時間：午後１時～午後４時

※問い合わせ先

　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）
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阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

12月　救急・火災

交通事故　　９
急　　病　　８４
そ の 他　　２９

建　物　 ０
車　両　 ０
その他　 ０

救急　　　 １２２ 火災　　　０

2月28日まで 

　寒い冬から春先にかけて風邪などで体調を崩す方が多く、学校や企業、団体な
どの協力が得られにくくなり、献血者が減少します。 
　血液は栄養や酸素の運搬、免疫などの人間の生命を維持するために欠くことの
できない機能を多く含んでいます。しかし、この血液はまだ人工的に造ることが
できません。 
　血液は生きた細胞で、長い期間にわたって保存することもできません。輸血に
必要な血液をいつでも十分に確保するためには、絶えず献血が必要となります。 
　職場や公共機関、スーパーなどに献血バスが止まっているのを見かけましたら、
献血に協力をしてください。 

問い合わせ先 
　阿久比町保健センター 
　fl（４８）１１１１（内線３１１・３１２） 


